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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む 

第
13
回 

西
南
北
多
摩
郡
東
京
府
移
管
反
対
運
動 

神
奈
川
県
西
多
摩
郡
不
穏
の
景
況
上
申
及
通
知 

請
求
番
号
：
東
京
府
文
書 

６
２
０
．
Ｃ
７
．
２
３ 

 

東
京
都
公
文
書
館
で
は
、
令
和
５
年
（
２
０
２
３
）
10
月
20
日
（
金
）
か
ら
12
月

19
日
（
火
）
ま
で
、
企
画
展
「
東
京
府
文
書
に
み
る
多
摩
と
東
京
―
多
摩
地
域
東
京

府
移
管
１
３
０
年
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

本
展
示
は
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
に
多
摩
地
域
が
東
京
府
に
移
管
さ
れ
て
か
ら

１
３
０
年
の
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
明
治
初
年
か
ら
東
京
都
が
発
足
し
た
昭
和

18
年
（
１
９
４
３
）
ま
で
を
対
象
に
、
多
摩
地
域
と
東
京
の
歴
史
を
た
ど
り
ま
し
た
。 

当
館
所
蔵
の
東
京
府
文
書
（
重
要
文
化
財
）
や
古
地
図
な
ど
、
貴
重
な
資
料
を
紹

介
し
な
が
ら
、
５
つ
の
コ
ー
ナ
ー
（
Ⅰ
江
戸
時
代
の
多
摩 
Ⅱ
神
奈
川
県
下
の
多
摩

Ⅲ
東
京
の
水
源
と
し
て 

Ⅳ
西
南
北
多
摩
郡
東
京
府
移
管 

Ⅴ
首
都
東
京
と
多
摩
）

を
設
け
て
、
多
摩
と
東
京
の
深
い
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、「
Ⅳ
西
南
北
多
摩
郡
東
京
府
移
管
」
の
展
示
資
料
か
ら
、
移
管
を
め
ぐ

っ
て
多
摩
地
域
で
起
き
て
い
た
反
対
運
動
の
激
し
さ
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

１
．
西
南
北
多
摩
郡
東
京
府
移
管
問
題
と
は 

 

首
都
東
京
の
飲
料
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に
は
、
玉
川
上
水
（
西
多
摩
郡

西
多
摩
村
羽
村
取
水
口
～
新
宿
四
谷
大
木
戸
）
の
水
源
管
理
が
重
要
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
神
奈
川
県
西
多
摩
郡
内
に
あ
る
玉
川
上
水
の
水
源

す
い
げ
ん

涵
養

か
ん
よ
う

林り
ん

は
、
東
京
府
の
要

望
に
よ
っ
て
伐
採
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
24
年
（
１
８
９
１
）

11
月
、
神
奈
川
県
は
西
多
摩
郡
民
の
上
申
を
受
け
て
伐
採
禁
止
を
解
除
し
て
し
ま
い

ま
す
。
衝
撃
を
受
け
た
東
京
府
知
事
富
田
鉄
之
助
は
、
水
源
管
理
を
東
京
府
に
一
元

化
す
る
た
め
、
多
摩
地
域
の
移
管
を
目
指
し
ま
す
。
当
初
富
田
は
玉
川
上
水
路
と
そ

の
水
源
地
で
あ
る
西
・
北
多
摩
二
郡
の
移
管
を
求
め
ま
し
た
が
、
神
奈
川
県
知
事
内

海
忠
勝
の
要
請
に
よ
っ
て
南
多
摩
郡
も
移
管
対
象
に
加
え
ら
れ
、
明
治
25
年
９
月
20

日
に
両
知
事
は
そ
れ
ぞ
れ
西
南
北
多
摩
三
郡
移
管
の
上
申
書
を
政
府
に
提
出
し
ま
し

た
。 

 

政
府
は
、
両
知
事
の
上
申
書
を
踏
ま
え
て
閣
議
決
定
し
、
明
治
26
年
２
月
18
日
、

第
４
回
帝
国
議
会
に
境
域
変
更
法
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
帝
国
議
会
で
審
議
が
始
ま

る
と
、
多
摩
地
域
の
人
々
は
賛
成
派
・
反
対
派
に
分
か
れ
て
活
発
な
運
動
を
展
開
し

ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
２
月
26
日
深
夜
か
ら
27
日
明
け
方
に
か
け
て
、
玉
川
上

水
取
水
口
で
あ
る
羽
村
堰
の
施
設
が
破
壊
さ
れ
る
事
件
が
起
き
ま
す
。
こ
の
事
件
は

法
案
審
議
中
だ
っ
た
帝
国
議
会
で
大
問
題
と
な
り
、
議
会
最
終
日
の
28
日
に
、
中
立

だ
っ
た
多
く
の
議
員
も
賛
成
に
ま
わ
り
、
境
域
変
更
法
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
明
治
26
年
４
月
１
日
に
西
南
北
多
摩
郡
は
東
京
府
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。 

移
管
の
是
非
に
揺
れ
た
多
摩
地
域
で
は
、
移
管
決
定
後
も
し
ば
ら
く
の
間
、
混
乱

が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
境
域
変
更
法
案
の
可
決
か
ら
５
日
後
の
西
多
摩
地
域
の

様
子
を
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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２
．【
資
料
】 
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３
．
解
読
文
・
現
代
語
訳 

 
【
解
読
文
】 
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「
秘
二
」

（

欄

外

）

「
高
橋

（

欄

外

）

ゟ
持
参
知
事
一
覧
済 

三
月
六
日
已
達

□印
」 

神
奈
川
県
西
多
摩
郡
西
多
摩
村
上
水
取
入
口
当
庁 

第
二
課
出
張
員
ヨ
リ
別
紙
ノ
通
リ
通
信
有
之
不
穏
之
景 

況
モ
相
見
候
間
此
段
及
内
申
候
也 

明
治
廿
六
年
三
月
六
日 東

京
府
知
事
富
田
鉄
之
助 

内
務
大
臣
宛 

 

警
視
総
監
ヘ
ハ
手
紙 

拝
啓(

中
同
文)

御
参
考
ト
シ
テ
此
段
及
御
通
知
候
也 

神
奈
川
県
知
事
ヘ
ハ
罫
紙 

御
県(

中
同

以
下
前
ト

文)
 

昨
五

（
別
紙
）

日
非
境
域
変
換
運
動
者
等
ハ
青
梅
町 

劇
場
初
音
座
ニ
会
ス 

会
ス
ル
モ
ノ
七
百
五
十
名 

代
議
士
ニ
シ
テ
来
会
セ
シ
モ
ノ
瀬
戸
岡
為
一
郎 

開
会
中
境
域
変
換
ニ
付
テ
反
対
ノ
演
説
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ 

八
名
其
旨
趣
ハ 

村
役
場
ヲ
閉
チ
且
ツ
一
般
村
役
場
員
ハ
将
来
就 

職
セ
ズ
シ
テ
行
政
機
関
ノ
運
転
ヲ
妨
害
ス
ル
コ
ト 

管
轄
引
継
キ
ヲ
延
期
シ
テ
猶
予
ヲ
得
其
間
ニ
大 

ニ
運
動
ヲ
為
ス
ベ
シ
ト
シ
テ
其
延
期
請
願
書
ヲ 

調
製
シ
来
ル
七
日
ヲ
期
シ
テ
八
王
子
町
ニ
一
同
会 

合
ス
ル
コ
ト 

右
議
決
シ
テ
散
会
ス 

会
員
七
百
五
十
名
ノ
多
キ
ア
ル
モ
其
十
中
ノ
七
ハ
所
謂
交 

渉
上
不
得
止
ル
場
合
ヨ
リ
出
会
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト 

会
員
各
村
々
ノ
人
数
中
最
モ
多
人
数
出
席
シ 

タ
ル
村
ハ
当
西
多
摩
村
ヲ
最
ト
ス 

請
願
委
員
ハ
未
タ
確
定
セ
ズ
多
分
七
日
ノ
八
王
子 

ノ
会
ニ
於
テ
判
然
ス
ル
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ 

西
多
摩
郡
中
最
モ
穏
カ
ナ
ラ
サ
ル
ハ
西
多
摩
村
ヲ
以
テ
最 

ト
ス 

以
上
ハ
都
テ
西
多
摩
警
察
署
ノ
内
偵
ス
ル
所
ナ
リ 

散
会
后
ノ
景
況
ハ
各
村
々
ニ
帰
リ
一
小
会
ヲ
開
キ 

議
論
頗
ル
穏
カ
ナ
ラ
ス
ト
ノ
事
当
西
多
摩
村
ノ
如
キ
モ
事 

務
所
ニ
相
集
リ
非
境
域
変
換
上
ヨ
リ
シ
テ
反
対
党 

中
ノ
誰
彼
ヲ
評
シ
少
シ
ク
疑
フ
ベ
キ
挙
動
ア
ル
モ
ノ
ハ 

壮
士
ヲ
シ
テ
脅
迫
シ
勢
ヒ
襲
撃
ス
ベ
キ
形
状
ヲ
示
シ
タ
リ 

当
村
ニ
其
疑
ヒ
ヲ
蒙
ム
ル
モ
ノ
指
田
茂
十
郎
ノ
如
キ
ハ
頗
ル 

甚
タ
シ
是
レ
曩
ニ
政
府
案
ニ
賛
成
シ
テ
後
ニ
反
対
者
ノ 
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位
置
ニ
立
チ
シ
ヲ
以
テ
ナ
リ
ト
云
フ
茂
十
郎
モ
之
レ
ヲ
察
知 

ス
ル
ヲ
以
テ
頗
ル
警
戒
ヲ
加
フ
ル
ト
雖
ト
モ
警
官
モ
大
ニ
意
ヲ 

注
キ
暗
々
ニ
警
戒
ヲ
加
ヒ
ア
リ
シ
モ
ノ
ヽ
如
シ 

右
具
申
候
也 

西
多
摩
郡
西
多
摩
村
出
張
所
ニ
於
テ 

明
治
廿
六
年
三
月
六
日 

 

上
村 

常
知 

○印 

午
前
第
三
時
発
ス 

 

杉
野
千
太
郎 

○印 

大
胡
第
二
課
長
殿 

追
テ
此
具
申
書
ハ
第
五
回
目
ニ
有
之
候
事 

 

【
現
代
語
訳
】 

「
秘
二
」

（

欄

外

）

「
高
橋

（

欄

外

）

よ
り
持
参
知
事
一
覧
済 

三
月
六
日
已
達
□印
」 

神
奈
川
県
西
多
摩
郡
西
多
摩
村
上
水
取
入
口
当
庁 

第
二
課
出
張
員
よ
り
別
紙
の
通
り
通
信
が
あ
り
、
不
穏
の
景 

況
も
み
え
ま
す
の
で
、
内
申
し
ま
す
。 

明
治
廿
六
年
三
月
六
日 

東
京
府
知
事
富
田
鉄
之
助 

内
務
大
臣
宛 

 
 警

視
総
監
へ
は
手
紙 

拝
啓(

中
同
文)

御
参
考
と
し
て
こ
の
こ
と
を
御
通
知
い
た
し
ま
す
。 

神
奈
川
県
知
事
へ
は
罫
紙 

御
県(

以
下
前
と
同
文) 

昨
五

（
別
紙
）

日
、
非
境
域
変
換
運
動
者
等
は
青
梅
町 

劇
場
初
音
座
に
会
す
。 

会
す
る
も
の
七
百
五
十
名 

代
議
士
で
来
会
し
た
の
は
瀬
戸
岡
為
一
郎 

開
会
中
、
境
域
変
換
に
つ
い
て
反
対
の
演
説
を
し
た
者
は 

八
名
、
そ
の
旨
趣
は
、 

村
役
場
を
閉
じ
、
且
つ
一
般
村
役
場
員
は
将
来
就 

職
し
な
い
で
行
政
機
関
の
運
転
を
妨
害
す
る
こ
と 

管
轄
引
継
ぎ
を
延
期
し
て
猶
予
を
得
て
、
そ
の
間
に
大 
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に
運
動
を
行
う
と
し
て
、
そ
の
延
期
請
願
書
を 

調
製
し
、
来
る
七
日
を
期
し
て
八
王
子
町
に
一
同
会 

合
す
る
こ
と
。 

右
議
決
し
て
散
会
し
た
。 

会
員
七
百
五
十
名
の
多
い
な
か
で
十
の
内
七
は
、
い
わ
ゆ
る
交 

渉
上
止
む
を
得
な
い
場
合
に
よ
り
出
会
し
た
も
の
で
あ
る
。 

会
員
各
村
々
の
人
数
中
、
最
も
多
人
数
が
出
席
し 

た
村
は
西
多
摩
村
が
最
も
多
い
。 

請
願
委
員
は
い
ま
だ
確
定
せ
ず
、
お
そ
ら
く
七
日
の
八
王
子 

の
会
に
於
い
て
は
っ
き
り
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

西
多
摩
郡
中
、
最
も
穏
や
か
で
は
な
い
の
は
西
多
摩
村 

で
あ
る
。 

以
上
は
す
べ
て
西
多
摩
警
察
署
の
内
偵
す
る
所
で
あ
る
。 

散
会
後
の
景
況
は
各
村
々
に
帰
り
一
小
会
を
開
き
、 

議
論
が
頗

す
こ
ぶ

る
穏
か
で
は
な
い
と
の
事
、
当
西
多
摩
村
の
如
き
も
事 

務
所
に
集
り
非
境
域
変
換
上
の
反
対
党 

中
の
誰
彼
を
評
し
、
少
し
で
も
疑
う
べ
き
挙
動
が
あ
る
者
は 

壮
士
を
使
っ
て
脅
迫
し
、
今
に
も
襲
撃
す
る
様
子
を
示
し
て
い
る
。 

当
村
に
そ
の
疑
い
を
受
け
る
も
の
、
指
田
茂
十
郎
の
如
き
は
頗
る 

甚
だ
し
い
。
是
れ
は
先
に
政
府
案
に
賛
成
し
て
、
後
に
反
対
者
の 

位
置
に
立
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
茂
十
郎
も
こ
れ
を
察
知 

し
て
頗
る
警
戒
を
加
え
て
い
る
が
、
警
官
も
大
い
に
注
意 

し
て
、
暗
々
に
警
戒
を
加
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

右
、
具
申
い
た
し
ま
す
。 

西
多
摩
郡
西
多
摩
村
出
張
所
に
於
い
て 

明
治
廿
六
年
三
月
六
日 

 
 

 
 
 

上
村 

常
知 

㊞ 

午
前
第
三
時
発
す 

 
 

 
 

 
 

杉
野
千
太
郎 

㊞ 

大
胡
第
二
課
長
殿 

追
っ
て
こ
の
具
申
書
は
第
五
回
目
に
な
り
ま
す
。 

 

４
．
資
料
解
説 

 

本
資
料
は
、
玉
川
上
水
の
羽
村
堰
破
壊
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
羽
村
取
水
口
に
設

置
さ
れ
て
い
た
出
張
所
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
課
土
木
掛
（
玉
川
上
水
管
理
を
担
当
）

の
職
員
が
課
長
宛
に
提
出
し
た
報
告
書
を
、
東
京
府
知
事
か
ら
内
務
大
臣
、
警
視
総

監
、
神
奈
川
県
知
事
に
内
申
し
た
公
文
書
で
す
。 

 

多
摩
地
域
で
は
、
西
南
北
多
摩
郡
の
東
京
府
移
管
を
め
ぐ
っ
て
賛
成
派
と
反
対
派

に
分
か
れ
て
演
説
会
の
開
催
や
、
帝
国
議
会
や
内
務
大
臣
へ
の
請
願
書
提
出
な
ど
活

発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
西
多
摩
郡
や
南
多
摩
郡
の
町
村

で
は
町
村
長
や
助
役
が
辞
職
し
て
役
場
が
封
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
混
乱
が
生
じ
始

め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
２
月
26
日
深
夜
か
ら
翌
27
日
明
け
方
に
、

玉
川
上
水
取
入
口
の
羽
村
堰
の
施
設
が
破
壊
さ
れ
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
事

件
は
、
西
多
摩
村
１

の
村
民
が
出
張
所
へ
通
報
し
た
こ
と
で
発
覚
し
ま
し
た
。
出
張
所

は
す
ぐ
に
修
繕
に
取
り
か
か
る
と
と
も
に
、
西
多
摩
村
巡
査
駐
在
所
に
取
締
り
を
依

頼
、
東
京
府
第
二
課
へ
電
報
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
第
二
課
は
、
直
ち
に

土
木
掛
の
上
村
常
知
技
手
と
杉
野
千
太
郎
掛
員
、
新
宿
警
察
署
の
巡
査
を
派
遣
し
、

神
奈
川
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
玉
川
上
水
の
警
備
強
化
に
努
め
ま
し
た
。 

出
張
所
に
派
遣
さ
れ
た
上
村
技
手
と
杉
野
掛
員
は
警
備
強
化
と
併
せ
て
、
課
長
宛
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に
定
期
的
に
近
況
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
資
料
は
３
月
６
日
午
前
３
時
、
５
回

目
の
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
で
、
内
容
を
重
く
見
た
東
京
府
知
事
富

田
鉄
之
助
は
、
内
務
大
臣
、
警
視
総
監
、
神
奈
川
県
知
事
に
内
申
し
ま
し
た
。 

本
資
料
に
よ
っ
て
、
西
多
摩
郡
青
梅
町
に
お
い
て
３
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
反
対

派
に
よ
る
演
説
会
や
出
張
所
の
あ
る
西
多
摩
村
、
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
た
「
壮
士
」

た
ち
の
具
体
的
な
様
子
が
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
東
京
府
が
玉
川
上
水
の
警
備
と
併

せ
て
反
対
派
の
動
向
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
動
向
を
内
務

大
臣
や
神
奈
川
県
知
事
と
共
有
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
ま
す
。 

「
壮
士
」
と
は
、
１
８
８
０
年
代
の
自
由
民
権
運
動
に
お
い
て
活
動
し
た
政
治
活

動
家
を
さ
す
言
葉
で
す
。
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
に
国
会
開
設
の
詔
が
発
布
さ
れ

る
と
、
自
由
党
や
改
進
党
な
ど
の
政
党
が
組
織
さ
れ
、「
壮
士
」
た
ち
は
政
党
に
所
属

し
て
演
説
会
に
参
加
、
弁
士
（
講
演
・
演
説
す
る
人
）
の
演
説
を
盛
り
あ
げ
、
政
府
に

よ
る
弾
圧
に
抵
抗
し
ま
し
た
。
帝
国
議
会
で
審
議
が
始
ま
る
と
、
多
摩
地
域
の
「
壮

士
」
た
ち
は
、
賛
成
派
と
反
対
派
に
分
か
れ
て
、
活
発
な
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

報
告
書
の
前
半
で
は
、
西
多
摩
警
察
署
の
内
偵
に
よ
る
３
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た

演
説
会
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
演
説
会
は
、
青
梅
町
に
あ
っ
た
劇
場
初
音

座
に
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
７
５
０
名
、
代
議
士
（
衆
議
院
議
員
）
の
瀬
戸
岡
為
一
郎

２

の
他
、
８
名
が
演
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。
演
説
会
で
は
、
村
役
場
の
閉
鎖
な
ど
行
政

機
関
を
妨
害
す
る
こ
と
、
管
轄
引
継
を
延
期
さ
せ
て
、
そ
の
間
に
延
期
請
願
書
を
調

製
す
る
こ
と
、
３
月
７
日
に
八
王
子
町
に
て
一
同
会
合
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
散
会

し
て
い
ま
す
。 

上
村
等
は
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
交
渉
上
止
む
を
得
ず
参
加
し
て
い
る
こ
と
、

最
も
参
加
者
が
多
く
過
激
な
村
は
西
多
摩
村
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

請
願
委
員
が
３
月
７
日
の
八
王
子
の
会
合
３

で
決
ま
る
と
推
察
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
３
月
５
日
の
演
説
会
の
様
子
は
、
自
由
党
の
機
関
誌
で
あ
る
『
自
由
』（
明

治
26
年
３
月
７
日
付
）
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
事
で
は
辞
職
し
た
町
村
長
を

は
じ
め
２
，
０
０
０
余
名
が
参
加
し
、
仮
会
長
に
中
西
仲
太
郎
（
引
田
村
、
現
あ
き
る

野
市
）
を
選
出
し
、
１
万
余
名
が
調
印
し
た
陳
情
書
を
内
閣
に
奉
呈
す
る
上
京
委
員

を
選
出
し
て
、「
一
、
三
多
摩
管
轄
変
換
復
活
期
成
同
盟
事
務
所
を
置
き
、
当
初
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
」
、
「
一
、
一
郡
に
４
名
の
交
渉
委
員
を
置
き
、
南
北
多
摩
郡
と

一
致
の
運
動
を
謀
る
こ
と
」
、
「
一
、
各
町
村
に
１
名
の
運
動
委
員
を
置
き
、
通
信
の

事
務
を
担
当
す
る
こ
と
」
の
３
か
条
を
決
議
し
、
会
議
を
終
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
後
は
辞
職
し
た
五
日
市
町
長
の
馬
場
勘
左
衛
門
な
ど
が
演
説
を
行
い
、「
胸
襟
を

開
き
管
轄
替
に
関
す
る
利
害
得
失
を
討
究
」
し
て
散
会
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
報

告
書
に
お
け
る
請
願
委
員
と
は
、
記
事
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
交
渉
委
員
」
を
さ
す
と

思
わ
れ
ま
す
。
記
事
で
は
参
加
者
も
２
倍
以
上
で
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
と
り
あ
げ
た
資
料
か
ら
は
、
東
京
府
側
の
視
点
か
ら
演
説
会
の
様
子
が
読
み
取

れ
ま
す
。 

報
告
書
の
後
半
で
は
、
西
多
摩
村
で
の
散
会
後
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
多
摩
村
で
は
一
小
会
を
開
催
し
、「
壮
士
」
を
使
っ
て
賛
成
す
る
者
へ
の
脅
迫
・
襲

撃
の
気
配
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
西
多
摩
村
出
身
の
指
田
茂
十

郎
４

は
賛
成
派
か
ら
反
対
派
へ
転
向
し
た
と
し
て
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
指

田
本
人
も
こ
れ
を
察
知
し
て
警
戒
し
て
い
ま
す
。
指
田
は
、
西
多
摩
村
出
身
の
多
摩

地
域
の
名
望
家
の
一
人
と
し
て
神
奈
川
県
会
議
員
を
務
め
、
東
京
府
の
玉
川
上
水
の

管
理
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
も
「
暗
々
」
に
警
戒
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
事
件
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

以
上
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
移
管
が
決
定
し
た
後
も
反
対
派
は
活
発
な
運
動
を

行
っ
て
い
た
こ
と
、
当
時
の
多
摩
地
域
で
は
「
壮
士
」
に
よ
る
過
激
な
行
動
も
辞
さ
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な
い
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
こ
と
、
一
方
で
、
移
管
が
決
定
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、

請
願
委
員
を
設
け
て
過
激
な
行
動
を
控
え
て
、
次
の
帝
国
議
会
で
訴
え
て
い
こ
う
と

す
る
穏
健
派
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
反
対
派
の
中
で
も
移
管

後
の
対
応
を
巡
っ
て
揺
れ
て
い
た
の
で
す
。 

今
回
紹
介
し
た
資
料
の
ほ
か
、
「
西
多
摩
郡
玉
川
大
堰
毀
損
事
件
」
（
東
京
府
文
書 

請
求
番
号
：
６
２
０
．
Ｄ
４
．
０
８
）
に
も
別
日
の
報
告
書
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
来
館
の
上
、
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

１ 

現
在
の
羽
村
市
域 

２ 

西
多
摩
郡
瀬
戸
岡
村（
現
あ
き
る
野
市
）出
身
の
名
望
家
。自
由
党
の
結
成
に
加
わ
り
、

衆
議
院
議
員
を
二
期
つ
と
め
た
。 

３ 

３
月
７
日
の
八
王
子
で
の
会
合
は
、３
月
８
日
正
午
12
時
の
報
告
書（「
西
多
摩
郡
玉

川
大
堰
毀
損
事
件
」（
東
京
府
文
書 

請
求
番
号
：
６
２
０
．
Ｄ
４
．
０
８
））
に
て
報

告
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
八
王
子
本
町
の
旅
人
宿
に
て
、
交
渉
会
が
開
催

さ
れ
、
一
郡
に
つ
き
５
名
の
交
渉
委
員
を
選
出
、
有
志
惣
代
と
あ
わ
せ
て
34
名
が
選

出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
境
域
変
更
法
案
が
３
月
６
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

こ
れ
か
ら
は
穏
や
か
な
運
動
を
展
開
し
、
第
五
回
帝
国
議
会
に
て
神
奈
川
県
へ
管
轄
を

戻
す
請
願
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。 

一
方
で
、
同
日
午
後
６
時
か
ら
は
、
八
王
子
町
の
関
谷
座
劇
場
に
て
大
規
模
な
反
対
派

  

〈
主
要
参
考
文
献
〉 

東
京
都
公
文
書
館
『
都
史
紀
要
15 

水
道
問
題
と
三
多
摩
編
入
』
昭
和
41
年
８
月 

東
京
都
『
西
南
北
三
多
摩
境
域
変
更
通
覧
』
平
成
５
年
３
月
30
日 

東
京
都
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
85
、
平
成
６
年
３
月
30
日 

 

に
よ
る
政
談
演
説
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
『
自
由
』（
明
治
26
年
３
月
９
日
付
）
の

報
道
か
ら
判
明
す
る
。
演
説
会
に
は
１
，
５
０
０
余
名
が
参
加
し
、
満
場
立
錘
の
余
地

な
く
、
代
議
士
（
衆
議
院
議
員
）
の
山
田
東
次
（
神
奈
川
第
４
区
選
出
）
な
ど
も
参
加

し
て
、
境
域
変
更
反
対
を
演
説
し
、
聴
衆
の
感
動
を
惹
き
起
し
た
と
あ
る
。
記
事
で
は

「
多
摩
郡
民
の
激
昂
は
中
々
に
甚
だ
し
く
飽
く
ま
で
平
和
の
手
段
に
訴
へ
素
志
を
貫

徹
せ
ん
こ
と
を
期
し
」
と
い
う
記
述
も
見
え
、
自
由
党
の
機
関
紙
で
も
釘
を
さ
す
ほ
ど

の
過
激
な
演
説
会
だ
っ
た
。 

４ 

西
多
摩
村
の
名
望
家
。
江
戸
期
か
ら
水
番
人
と
し
て
玉
川
上
水
の
管
理
に
携
わ
り
、
戸

長
や
神
奈
川
県
会
議
員
、
西
多
摩
村
会
議
員
な
ど
を
歴
任
。
神
奈
川
県
蚕
糸
業
組
合
の

設
立
に
関
わ
り
、
多
摩
地
域
の
養
蚕
事
業
の
発
展
に
努
め
た
ほ
か
、
甲
武
鉄
道
の
創
立

委
員
、
青
梅
鉄
道
の
創
立
委
員
長
、
羽
村
銀
行
の
発
起
人
・
取
締
役
を
務
め
る
な
ど
多

方
面
で
活
躍
し
た
。 

                                        

             

 


